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循環器内科とハートチームを結成し、成人の心臓・大血管疾患に対する手術および血管内治療を行っています。

平成26年度より当院心臓外科では心臓血管外科専門医認定修練施設・基幹病院、腹部・胸部ステントグラフト

実施施設および下肢静脈瘤血管内レーザー焼灼術実施施設を取得しております。地域医療機関との連携を取り

ながら、急性冠症候群や急性大動脈解離および腹部・胸部大動脈瘤破裂等の緊急症例に対しても24時間365

日対応し、相模原市の急性期医療を担う地域医療支援病院としての責務を果たして参ります。
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“低侵襲・ハイブリット手術による患者さんに優しい医療へ”
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当科では、心臓外科手術の低侵襲化を目指し、平成26年度より腹部・胸部ステントグラフト実施施設および下肢静脈

瘤血管内レーザー焼灼術実施施設の認定を取得しております。社会が高齢化していく中で、動脈硬化性疾患は年々増

加しており、高齢者であっても安心・安全で、早期社会復帰が出来る治療法が求められています。そうした社会的要望

に応えるには、最先端の医療技術取得が不可欠です。当科は、これらのエキスパートが揃った専門医集団です。また、

相模原市内にある北里大学病院や、近隣にある東海大学病院の心臓外科とも密に連携しながらこの地域における高

度医療を提供し続けたいと考えております。特に胸部・腹部大動脈疾患に対する血管内治療（TEVAR/EVAR治療）

は、2020年4月から積極的に取り組んでいる手術です。この治療法により、今まで大きく開胸して行っていた手術が非

常に短時間で可能となり、合併症率の低下、入院期間の短縮（1週間前後）と術後疼痛の軽減に大きく貢献しています。

また、血管内治療においては年齢的な制限はないと考えておりますので、お困りの患者さん・主治医の先生方には一度

ご連絡いただければと考えます。

貴院を受診された患者さんで心臓・大動脈疾患でお困りの方がおりましたら、いつでもご連絡ください。

外来日当日の直接外来受診でも診察が可能です。

低侵襲・ハイブリッド手術 医師紹介

近年、弁膜症手術に対する弁形成術の良好な長期成績が報告され、日本心臓血管外科学会ガイドラインにおいても

弁形成手術の適応が拡大しています。当科においても僧帽弁および三尖弁に対する弁形成術を積極的に行っており

ます。手術適応に関しては、循環器内科と毎週1回のカンファレンスを行い、適切なタイミングで弁形成術が施行出来

るようディスカッションを重ねるとともに、弁形成術を施行した患者に対する術後レビュー評価を行うことで、より質の

高い医療が提供できるように取り組んでおります。また、右前胸部小切開による低侵襲心臓手術も行っており、患者さ

んに優しい医療が提供できるよう心がけています。

弁膜症に対する弁形成術、低侵襲心臓外科手術

心臓血管疾患は様々な心血管リスク因子（糖尿病、高血圧症、脂質異常症、末梢血管疾患、脳卒中または一過性脳

虚血発作の既往、男性、加齢（55歳以上）、慢性腎臓病、喫煙、心血管疾患の家族歴等）を背景に発症することが多

く、術前・術後の生活習慣是正が必要です。当院では循環器内科医、心臓及び血管外科医、看護師、理学療法士を

中心に、薬剤師、栄養士を含む心臓リハビリテーションチームを結成しており、運動療法・患者教育を中心に包括的

治療が手術後も継続的に行えるよう、日々の診療に従事しております。

心臓リハビリテーションチームによる包括的治療

心臓外科 部長

中島 光貴 （なかしま こうき）

■資格

医学博士
外科専門医・認定医・指導医
心臓血管外科専門医・指導医
循環器専門医
胸部ステントグラフト指導医
腹部ステントグラフト指導医
日本不整脈学会「植込み型除細動器／ペーシングによる
心不全治療」認定医
臨床研修指導医
身体障害者福祉法指定医
難病指定医
医療安全管理者

心臓外科

笹原 聡豊 （ささはら あきひろ）

■資格

外科専門医
心臓血管外科専門医
胸部ステントグラフト指導医
腹部ステントグラフト指導医
身体障害者福祉法指定医
下肢静脈瘤に対する血管内治療指導医
経カテーテル的大動脈弁置換術実施医

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


